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シンポジウム「受委託組織による良質粗飼料生産の現状と展望」

十勝における農作業受委託事業の取り組み
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はじめに

十勝における農作業受委託(コントラクター)組織の

草分けは、 1971年に設立された中札内村の中島機械セン

ターである。当初の目的は農家における機械コストの削

減であり、ドイツのマシーネンリングを手本としていた。

1990年代に入ると酪農経営の規模拡大の進展に伴い、

酪農家の労働軽減と良質な粗飼料の安定生産を目的とし

て、各地で農作業受委託事業の取り組みが始まった。ま

た、 1997年から実施された飼料生産受委託組織育成特別

対策事業は、コントラクタ一手跡歳育成の追い風となった。

そのようななか、十勝管内農協農作業受委託事業研究

会は会員相互の連携をとりながら効率的な受委託事業の

実現を図ることを目的として 1998年に組織された。

以下に本研究会の取り組みと、コントラクター組織と

して充実した運営が為されているJA鹿追町のコントラ

クタ一事業について紹介する。

1.十勝管内農協農作業受委託事業研究会の取り組み

1 )目的と構成

本研究会の規約では、「十勝管内農協が関与する農作業

受委託事業の健全な発展を図るため、各種調査研究、情

報交換、研修会等を行い、効率の高い受委託事業の実現

を目的とする。」となっており、会の構成員は、①卜勝管

内で農作業受委託業務が行なわれている農協、②その他

必要と認められた団体等である。発足当初は12J Aであ

ったが、現在は20J Aが参加、実際に事業を行なってい

る組織は30以上を数える。

2)年間の活動

コントラクター組織のマネージャーやオペレーター

を対象とした研修会は年に 1回開催し、内容は労働関係

法令やサイレージの調製技術、農作業事故の防止など多

岐に亘る。研修会に合せて、農協担当者とマネージャー

による会議を持ち、各組織における事業実績の報告や組

織運営の課題について話し合いをしている。

管外優良事例の視察は管外のコントラクター組織を訪

ね、現地での作業見学を交えながら情報や意見の交換を

行なうものであり、毎回50名を越える参加がある。

3)コントラクタ一事業の指標

十勝のコントラクター組織は、充実したサービスの提

供と経営基盤の安定化に向けて成長してきた。 2002年に

は、農協系統組織で構成するJAネットワーク十勝にお

いて、コントラクタ一事業の健全な発展を図るための指

標を定めることとなり、本研究会はその策定作業を担う

こととなった。

指標は、①組織のあり方・運営方法、②コントラクタ

一利用率の将来目標、③主要な作業の料金について設定

している。

①では農協の営農指導部門と連携し利用農家に対する

アドバイス機能を高めること、マネージャーやオペレー

ターの育成に努めること、コスト意識を高め健全な財務

基盤を確立することなどを掲げている。

②では2007年と 2012年の目標値を設定している。表

1にある通り昨年の実績は 2007年の目標を超えており、

当時描いた予想を上回る勢いでコントラクタ一事業の普

及は進んでいる。

表1 十勝管内コントラクタ一事業の利用実績と目標値

項目

牧
草

*十勝農業協同組合連合会(O80~0013 北海道帯広怖西3条南7丁目 14番地)Tokachi Federation of Agricul tural 
Cooperatives， Obihiro， Hokkaido， 080-0013， Japan 
**鹿追町農業協同組合 (081-0293 北海道河東郡鹿追町新町4丁目 51番地)Shikaoi Agricultural Cooperative， 
Shikaoi， Hokkaido， 081-0293， Japan 
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③では大型機械の更新に必要な財源を賄うための内部

留保を考慮したうえで、作業効率が異なる平坦地と傾斜

地に分け料金を設定している。

2. J A鹿追町におけるコントラクター事業

1 )特徴

JA鹿追町におけるコントラクタ一事業は、 2年余り

の準備期間を経て 1993年に始まった。農協直営のメリッ

トは、営農指導と絡めた事業展開を可能としていること、

利用者である組合員の意見が反映され組合員に支持され

ていることであり、単なる作業の請負とは一線を画す。

牧草収穫においては、農協の営農指導部門と普及セン

ターとの協議により収穫開始時期が決められる。また、

チモシー(約1，450ha)とオーチヤードグラス(約650ha)
の収穫時期を調整することで、収穫機械の利用効率を高

めている。また、利用者の代表で構成される作業受委託

事業推進部会により、効率的で充実した運営が図られて

いる。

2)利用実績

2005年にコントラクタ一事業を利用した農家は215戸
(全体の 78%)であるが、利用が最も多かったのは堆肥

散布の 143戸であり、一番牧草の収穫は68戸、飼料用コ

ーンの収穫は63戸が利用した。

表2 JA鹿追町のコントラクタ一利用実績 (2005年)

面積 時間 戸数

(ha) (時間) (戸)

牧
一番草 2，083 68 

ー園周回ーーーーーーーー園田園ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー
草 二番草 1， 723 57 
収 三番草

ーーーーーーーーーーーーーー圃ーーー ーーーーーーーーー
678 32 

穫 園園園田・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー同国圃ーーーーー
計 4，484 

飼料用コーン収穫 783 63 

液肥・除草剤散布 628 46 

堆肥散布 1，736 143 

耕起 546 57 

簡易耕起 100 14 

整地 786 60 

鎮圧 229 39 

牧草施肥 99 13 

融雪剤散布 474 40 

牧草播種 235 40 

飼料用コーン施肥・播種(耕起) 319 31 

飼料用コーン施肥・播種(不耕起) 180 23 

石灰散布 80 12 

堆肥運搬 1， 074 118 

心土破砕 24 14 

スフリー散布 681 21 

堆肥切返し 166 20 

ビート移植
ー30ーー」ーー 4 

3)効果

JA鹿追町の酪農家 1戸当りの平均乳牛飼養頭数は

151頭であるが、このような大規模経営を可能にしたの
は農作業支援も含めて酪農経営の分業化を進める農協の

戦略によるところが大きい。酪農家は、後継牛の晴育・

育成、飼料生産などを外部に委託することで、飼養管理

と搾乳に専念することができるようになった。また、粗

飼料生産をコントラクター組織が担うことで生産コスト

を下げるスケールメリットが発揮されるほか、専門の技

能や知識を有するオペレーターにより粗飼料生産技術の

高位平準化が図られ、粗飼料の品質が向上した。

一方、間接的ではあるがコントラクタ一事業は交換耕

作を取り組み易くすることで連作障害の軽減と堆肥の利

用を促しており、畑作農家における農薬・肥料代の節約

と酪農地帯にとって大きな課題である家畜糞尿の有効活

用に一役買っている。

また、農家にとっては経営規模拡大の際にネックとな

る労働力確保の問題が解決できるほか、余分な作業・運

搬機械を持たないことで機械コストの大幅な低減を図る

ことができる。

このようにコントラクタ一事業は、農家に対する労働

支援や生産コスト低減の効果を発揮しており、農家の経

営規模拡大にも貢献している。

4)課題

コントラクタ一事業の成否は農家の信頼を得られるか

どうかにかかっており、質の高いサービスを安価で提供

することが求められるが、事業推進上の技術面、運営面

の課題は次のようなものである。

技術面における一番の課題は良質な飼料を生産するこ

とである。事業開始当初は作業を請け負うだけで利用者

に喜ばれたが、その後幾度か天候不順の年があり作業の

遅れと飼料品質の低下が問題となった。そのため、利用

面積の拡大に合せて機械の大型化と作業体系の見直しを

図ってきた。収穫作業は天気との勝負であり、常に最新

の気象情報を参考にしながら運行スケジュールを組み、

圃場確認にはG1 S (地図システム)を利用、迅速で確

実な作業を行なうよう心がけている。

また、優秀なオペレーターの養成も重要である。その

ためには機械の操作技能にとどまらず、農業の基礎的な

知識の修得が必要である。例えばサイレージの踏み込み

作業をするオペレーターには、良質なサイレージを生産

するためには何をすべきか(または何をしてはいけない

か)を考えて作業に当たらせている。

運営面における大きな課題は安全な作業運行である。

とりわけ天候不順の年は作業の遅れからあせりが生じる

が、決して無理な運行をしないことが大切である。また、

コントラクター組織では農閑期の仕事の確保が課題であ

るが、 JA鹿追町では機械翻首を自前で行なうなどして

通年の仕事を確保している。


